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背景および目的 
屋外で使用される木製品は，紫外線や風雨に曝

され劣化が進行する．特に紫外線によるリグニン

成分の分解は，木材の退色につながる大きな劣化

要因である．  
そこで本研究では，層間に陽イオンや有機物を

取込む機能を持つ層状化合物に着目し，紫外線吸

収作用および退色抑制効果をもつ化合物と複合

化することで 新たな木材用水性塗料の添加剤

としての可能性について検討を行った．  
 

研究内容 
紫外線吸収作用を有する酸化亜鉛（ZnO）微粒

子と光変色抑制効果を持つポリエチレングリコ

ール（PEG）を複合化させることを目的とし，①

分散性の高い ZnO 微粒子を生成する反応場とし

て，②水溶性である PEG を層間へ固定すること

で溶出を抑制するため，層状化合物のモンモリロ

ナイト（図１）を添加剤の主成分として，新規化

合物を合成した．  

 

研究成果   
モンモリロナイトを利用して ZnO を生成した

化合物 A について，粉末 X 線回折パターン（図

２）を解析することにより結晶子サイズが 26nm

である ZnO 微粒子の生成が確認できた． 

また，化合物 A へ PEG を添加した化合物 B に

ついて，粉末 X 線回折パターンより，層間距離

が増加しており，ポリエチレングリコールを層

間に保持できていることが分かった（図３）．  

今後，これらの化合物を木材用水性塗料の添加

剤として用いることで退色抑制効果が期待され

る． 

図１ 層状化合物のイメージ図 

図２ 化合物AのXRD回折パターン 
（ ― ）化合物A，（‐‐）層状化合物 

図３ 化合物BのXRD回折パターン 
（－‐－）化合物B，（ ― ）化合物A，（‐‐）層状化合物 

低角シフト（層間距離の増加） 


